
郡
雍
と
張
載
の
思
想
に
お
け
る

　
　
〈
神
〉
の
意
義

小

笠

智

章

一
、

二
、

三
、

四
、

序那
雍
に
お
け
る
〈
神
〉

張
載
に
お
け
る
く
神
∨

結
語
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一
、

序

郡
雍
と
張
載
と
は
、
宋
学
－
所
謂
程
朱
学
ー
の
流
れ
の
上
か
ら
す
れ
ば
異
端
的
な
存
在
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
那
雍
の
思
想
は
そ
の

荒
唐
無
稽
と
も
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
分
類
と
、
「
心
為
太
極
」
に
象
徴
さ
れ
る
所
謂
唯
心
論
的
性
格
の
故
に
、
そ
し
て
張
載
の
思
想
は
そ

の

所
謂
唯
物
論
的
性
格
の
故
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
理
気
」
の
二
元
を
立
て
る
に
至
る
程
朱
学
派
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
尤
も
、
筆
者
は
那
雍

の
思
想

を
唯
心
論
と
は
捉
え
て
い
な
い
。
彼
も
ま
た
〈
気
〉
を
哲
学
的
思
索
の
前
提
と
す
る
伝
統
の
中
に
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
張
載



が
自
覚
的
に
〈
気
〉
の
理
論
を
展
開
し
た
の
に
対
し
て
、
那
雍
は
そ
の
思
想
の
中
心
を
「
認
識
す
る
こ
と
」
に
置
き
、
〈
気
〉
に
関
し

て

は

張
載
ほ

ど
の
哲
学
的
反
省
を
加
え
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
存
在
を
論
ず
る
に
当
っ
て
は
、
〈
気
〉
の
運
動
変

化
に

深

く
く
神
V
を
関
与
さ
せ
て
い
る
点
に
お
い
て
、
両
者
は
そ
の
軌
を
↓
に
す
る
。
そ
し
て
〈
神
〉
は
ま
た
、
両
者
の
思
想
に
お
い

て
、
存
在
論
の
み
な
ら
ず
、
人
性
論
や
認
識
論
に
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
以
て
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
両
者
の
思
想
に
お
い
て
、

〈
神
∨
は
〈
気
〉
の
運
動
変
化
の
原
因
・
能
力
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
広
く
言
え
ば
現
象
の
変
化
の
原
因
を
〈
神
〉
に
求
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
人
性
論
的
・
認
識
論
的
に
も
〈
神
〉
は
重
要
な
概
念
で
あ
り
、
郡
雍
と
張
載
と
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
仕
方
で
で
は

あ
る
が
、
〈
性
〉
に
密
切
に
関
わ
っ
て
い
る
。
同
時
に
〈
神
〉
は
天
人
合
一
を
説
く
場
合
の
核
心
的
な
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

朱
蕪
哲
学
に
お
い
て
く
気
∨
と
と
も
に
立
て
ら
れ
る
に
至
る
〈
理
〉
に
対
し
て
も
、
〈
神
〉
が
深
く
関
与
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

言
い
換
れ
ば
、
〈
気
〉
と
朱
蕪
の
〈
理
〉
と
の
間
に
、
相
当
重
要
な
概
念
と
し
て
〈
神
〉
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
展
望
の
下
に
、
郡
雍
と
張
載
の
思
想
に
お
け
る
〈
神
〉
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
の
が

本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　
本
論
に
入
る
前
に
、
∧
神
〉
の
一
般
的
な
意
味
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
津
田
左
右
吉
氏
に
よ
れ
ば
、
〈
神
〉
の
意
味
用
法
は

次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち

名
詞
と
し
て
の
∧
神
∨

　
ω
宗
教
的
な
神
ー
人
力
以
上
の
力
も
し
く
は
は
た
ら
き
を
有
っ
て
い
て
、
何
ら
か
の
し
か
た
で
人
の
生
活
を
動
か
す
或
る
も
の
。

例
え
ば
霊
魂
。

　
②
宇
宙
間
の
、
或
は
宇
宙
そ
の
も
の
の
、
玄
妙
な
力
も
し
く
は
は
た
ら
き
　
　
例
え
ば
『
易
』
繋
辞
伝
の
「
神
無
方
而
易
無
体
」
「
知
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変
化
之
道
者
、
其
知
神
之
所
為
乎
L
に
見
え
る
神
。

　
③
人
に

在

る
も
の
と
し
て
の
神
ー
今
日
「
精
神
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
概
念
の
由
来
。

形
容
詞

と
し
て
の
く
神
∨

　
ωー
例
え
ば
『
易
』
繋
辞
伝
の
「
陰
陽
不
測
之
謂
神
」
に
見
え
る
神
。
こ
れ
は
陰
陽
不
測
な
る
も
の
を
さ
し
て
い
っ
た
の
な
ら
ば

②
の

神
。
不
測
な
こ
と
を
さ
し
て
い
っ
た
の
な
ら
ば
形
容
詞
と
し
て
の
神
。

　
津
田
氏
は
②
③
ω
の
く
神
∨
は
す
べ
て
ω
の
宗
教
的
〈
神
〉
か
ら
転
化
し
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。

　
宋
学
の
存
在
論
の
中
核
と
な
る
『
易
』
繋
辞
伝
に
は
、
右
に
引
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
②
と
ω
の
く
神
∨
が
見
出
さ
れ
る
。
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

く
宋
学
の
重
要
な
典
拠
と
な
っ
た
『
中
庸
』
に
も
見
ら
れ
る
く
鬼
神
∨
は
、
ω
の
「
宗
教
的
な
神
」
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
郡
雍
も

張
載
も
、
ま
さ
し
く
こ
れ
ら
の
〈
鬼
神
〉
〈
神
〉
に
拠
っ
て
お
り
、
更
に
は
「
人
に
存
す
る
も
の
と
し
て
の
神
」
を
論
じ
て
い
る
。
本

稿
に
論
ず
る
所
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
〈
神
〉
を
、
郡
雍
と
張
載
と
が
ど
の
よ
う
に
思
想
中
に
位
置
づ
け
、
相
互
を
関
連
づ
け
る
か
と
い

う
問
題
、
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
四
つ
の
く
神
∨
を
ど
の
よ
う
に
哲
学
的
に
統
一
す
る
か
、
も
し
く
は
統
一
し
て
い
な
い
か
と
い
う
問

題
で
も
あ
る
。

　

テ
キ
ス
ト
は
、
郡
雍
『
皇
極
経
世
書
』
は
性
理
大
全
本
を
主
と
し
、
道
蔵
本
を
参
照
し
た
。
『
伊
川
撃
壌
集
』
は
四
部
叢
刊
本
を
用

い

た
。
張
載
で
は
北
京
中
華
書
局
『
張
載
集
』
（
一
九
七
八
年
刊
）
を
主
と
し
、
和
刻
本
『
周
張
全
書
』
を
参
照
し
た
。
引
用
に
は
篇

名
と
条
数
と
を
付
し
た
。
『
観
物
外
篇
』
か
ら
の
引
用
は
、
篇
名
と
し
て
は
上
下
の
別
の
み
記
し
た
。
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二
、
郡
雍
に
お
け
る
〈
神
〉

　
a
　
生
成
論

那
雍
の
生
成
論
に
は
、
〈
太
極
〉
型
、
〈
一
気
〉
型
、
〈
道
〉
型
の
三
つ
が
見
受
け
ら
れ
る
。
今
、
こ
れ
ら
三
つ
の
生
成
論
相
互
の

関
係
を
確
認
し
、
彼
の
生
成
論
の
特
徴
を
判
然
さ
せ
て
み
、
よ
う
。

　
ω
太
極
既
に

分
れ
て

両
儀
立
つ
。
陽
上
り
て
陰
に
交
わ
り
、
陰
下
り
て
陽
に
交
わ
り
て
、
四
象
生
ず
。
陽
、
陰
に
交
わ
り
、
陰
、
陽

　
　
に

交
わ
り
て
、
天
の
四
象
を
生
ず
。
剛
、
柔
に
交
わ
り
、
柔
、
剛
に
交
わ
り
て
、
地
の
四
象
を
生
ず
。
是
に
於
て
八
卦
成
る
。
八

　
　
卦
相
錯
し
て
然
る
後
に
万
物
生
ず
。
（
上
＄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

言

う
ま
で
も
な
く
、
『
易
』
繋
辞
上
に
拠
る
も
の
で
、
「
太
極
↓
両
儀
↓
四
象
↓
八
卦
↓
万
物
」
と
い
う
生
成
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
側

　
②
一
気
分
れ
て
陰
陽
と
為
る
。
判
じ
て
陽
を
得
る
こ
と
の
多
き
者
は
天
と
為
り
、
陰
を
得
る
こ
と
の
多
き
者
は
地
と
為
る
。
（
上
巳
）

　
③
本
一
気
な
り
。
生
ず
れ
ば
則
ち
陽
と
為
り
、
消
す
れ
ば
則
ち
陰
と
為
る
。
故
に
二
者
は
一
な
る
の
み
。
（
上
心
）

こ

れ

ら
が
∧
一
気
〉
型
生
成
論
で
あ
る
。
陰
・
陽
、
或
い
は
天
・
地
の
二
者
ま
で
を
語
る
の
み
で
あ
る
が
、
先
の
く
太
極
V
型
生
成
論

と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
那
雍
は
〈
太
極
〉
を
〈
一
気
〉
と
し
始
源
と
し
て
、
以
後
は
「
両
儀
↓
四
象
↓
八
卦
↓
万
物
」
と
い
う
生
成
を

想
定
し
て
い
る
と
見
倣
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
こ
で
〈
一
気
〉
の
生
消
に
よ
り
陰
陽
が
判
ず
る
（
分
れ
る
）
と
言
う
が
、
他

に

も
「
陰
、
陽
の
母
た
り
、
陽
、
陰
の
父
た
り
」
「
陰
陽
相
生
ず
る
な
り
」
（
上
①
O
・
上
一
〇
〇
）
と
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
陰
陽
は
互

根
的
に

循
環
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
陰
陽
の
互
根
的
循
環
に
よ
り
万
物
が
生
成
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
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さ
て
、
郡
雍
は
こ
の
陰
陽
の
互
根
的
循
環
を
∧
道
〉
と
す
る
。
『
易
』
繋
辞
上
の
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
に
拠
っ
て
、

　
ω
一
陰
一
陽
を
之
れ
道
と
謂
ふ
。
道
は
無
声
無
形
、
得
て
見
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。
故
に
道
路
の
道
に
假
り
て
名
と
為
す
。
人
の

　
　
行

く
有
る
は
必
ず
道
に
由
る
。
一
陰
一
陽
は
天
地
の
道
な
り
。
物
は
是
に
由
り
て
生
じ
、
是
に
由
り
て
成
る
者
な
り
。
（
下
一
〇
。
。
）

と
言
う
。
「
一
陰
一
陽
」
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
く
一
気
∨
の
生
消
運
動
を
く
道
V
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
こ
の
引
用
に
お
い
て
、

〈
道
〉
を
人
の
行
く
道
路
に
喩
え
て
い
る
こ
と
と
「
由
る
」
の
意
義
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
⑤
天
、
道
に
由
り
て
生
じ
、
地
、
道
に
由
り
て
成
し
、
物
、
道
に
由
り
て
形
れ
、
人
、
道
に
由
り
て
行
ふ
。
天
地
人
物
は
則
ち
異
な

　
　
れ

ど
も
、
其
の
道
に
由
る
に
エ
」
け
る
は
一
な
り
。
（
内
篇
之
九
）

「

其
の
道
に

由
る
に
干
け
る
は
一
な
り
」
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
人
に
関
し
て
の
〈
道
〉
も
こ
こ
で
は
道
路
の
意
昧
で
は
な
く
、
従
っ

て

「

行
」
を
「
行
ふ
」
と
読
ん
で
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
人
、
道
に
由
り
て
行
ふ
」
の
〈
道
〉
は
、
所
謂
道
徳
的
倫
理
的
規
範
を
意
味
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
生
成
に
お
け
る
く
道
∨
も
、
単
に
〈
一
気
〉
の
生
消
運
動
を
言
う
に
止
ま
ら
ず
、
生
成
の
筋
道
・
法
則
、
す
な

わ

ち
、
〈
一
気
〉
の
運
動
法
則
を
意
昧
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
〈
道
〉
型
生
成
論
に
は

　
㈲
道
、
天
を
生
じ
、
天
、
地
を
生
ず
。
（
上
ご
邑

　
⑦
是
に

知

る
、
道
は
天
地
の
本
た
り
、
天
地
は
万
物
の
本
た
る
を
。
（
内
篇
之
九
）

の

よ
う
に
、
〈
道
〉
を
始
源
と
し
て
生
成
を
説
く
も
の
が
あ
る
。
「
道
↓
天
地
↓
万
物
」
と
い
う
生
成
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
m
に
続

け
て
　
天
地

を
以
て
万
物
を
観
れ
ば
、
則
ち
万
物
は
万
物
た
り
。
道
を
以
て
天
地
を
観
れ
ば
、
則
ち
天
地
も
亦
万
物
た
り
。
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と
言
っ
て
い
る
こ
と
や
、
先
の
引
用
④
の
「
道
は
無
声
無
形
、
得
て
見
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
」
、
或
い
は

　
⑧
其
の

体
を
語
れ
ば
則
ち
天
分
れ
て
地
と
為
り
、
地
分
れ
て
万
物
と
為
る
。
而
れ
ど
も
道
は
分
つ
べ
か
ら
ず
。
（
上
ミ
）

な
ど
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
〈
道
∨
は
「
道
↓
天
地
↓
万
物
」
と
い
う
生
成
の
始
源
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
天
地
万
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヨ

と
は
次
元
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
更
に
は
「
太
極
既
に
分
れ
て
両
儀
立
つ
」
（
引
用
ω
）
と
言
わ
れ
た
∧
太
極
〉
と
も
本
来
異
な

る
概
念
で
あ
る
。
〈
道
∨
は
生
成
の
「
由
る
」
所
で
あ
る
と
い
う
点
で
「
法
則
」
と
解
さ
れ
た
が
、
更
に
こ
こ
に
見
た
始
源
性
を
も
含

め

て
、
便
宜
上
「
原
理
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
、
ち
、
〈
道
〉
は
、
広
く
は
∧
一
気
〉
の
運
動
で
あ
り
、
更
に
は
そ
の
運
動
法

則
で
あ
り
、
そ
し
て
運
動
原
理
で
あ
る
。
「
太
極
は
道
の
極
な
り
」
（
下
N
±
）
と
い
う
言
葉
は
、
〈
道
V
を
生
成
の
全
過
程
（
す
な
わ

ち
〈
一
気
〉
の
運
動
）
と
見
て
、
〈
太
極
〉
を
そ
の
始
源
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
一
方
、
「
道
を
太
極
と
為
す
」
（
上
一
鳶
）
と
も
言
っ

て

い

る
が
、
こ
れ
は
∧
道
〉
型
生
成
論
を
説
く
場
合
の
く
道
∨
の
生
成
に
お
け
る
始
源
性
、
或
い
は
論
理
的
先
行
を
、
〈
太
極
〉
型
生

成
論

を
以
て
表
現
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
郡
雍
の
学
は
「
先
天
易
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
『
易
』
を
中
心
に
す
る
も
の

で

あ
る
か
ら
、
〈
太
極
∨
型
生
成
論
を
基
本
に
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
方
で
は
道
家
系
の
く
道
V
を
始
源
と
す
る
生
成
論
を
も
用

い

て

い

る
の
で
あ
る
。
「
太
極
は
道
の
極
な
り
」
「
道
を
太
極
と
為
す
」
と
い
っ
た
言
葉
は
、
〈
太
極
〉
型
生
成
論
と
〈
道
〉
型
生
成
論

と
を
整
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
の
表
わ
れ
で
あ
る
と
解
し
得
る
。
し
か
し
、
〈
太
極
〉
が
運
動
の
法
則
や
原
理
と
い
う
意
味
で
万
物

に

内
在
す
る
の
で
な
い
こ
と
は
、

　
⑨
万
物
各
々
太
極
両
儀
四
象
八
卦
の
次
有
り
。
亦
古
今
の
象
有
り
。
（
上
奏
ω
）

と
い
う
言
葉
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。
万
物
に
は
各
々
「
太
極
↓
両
儀
↓
四
象
↓
八
卦
（
↓
万
物
）
」
と
い
う
生
成
の
順
序
が
あ
る
。
そ

れ
に

対

し
、
〈
道
〉
は
、
c
節
に
触
れ
る
よ
う
に
、
天
地
万
物
に
内
在
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
の
く
太
極
V
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型
生
成
論

と
〈
道
〉
型
生
成
論
と
を
整
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
は
、
郡
雍
に
あ
っ
て
は
〈
道
〉
の
原
理
的
意
味
で
の
始
源
性
と
、

∧
一
気
〉
に
比
定
さ
れ
た
〈
太
極
〉
の
物
質
的
意
味
で
の
始
源
性
と
が
、
判
然
と
反
省
区
別
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
生
成
の
始
源
と
し
て
く
道
∨
と
〈
太
極
〉
と
を
等
値
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
所
謂
「
道
気
」

の

概
念
の

影
響
下
に
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
に

見

た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
∧
道
〉
は
生
成
の
始
源
と
し
て
〈
太
極
〉
と
等
値
と
さ
れ
る
が
、
∧
気
V
の
運
動
原
理
と
し
て
生

成
の
全
過
程
を
通
じ
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
b
　
生
成
に
お
け
る
〈
神
〉
の
実
体
化

〈
太
極
〉
を
以
て
生
成
を
説
く
も
の
に
、
前
節
で
触
れ
た
も
の
と
は
別
の
型
が
あ
る
。

　
側
太
極
は
一
な
り
。
不
動
に
し
て
二
を
生
ず
。
二
な
ら
ば
則
ち
神
な
り
。
（
下
声
⑩
O
）

　
⑪
神
、
数
を
生
じ
、
数
、
象
を
生
じ
、
象
、
器
を
生
ず
。
（
下
一
・
・
べ
）

こ

れ

ら
は
、
同
じ
く
外
篇
下
に

　
02
太
極
の
動
か
ざ
る
は
性
な
り
。
発
す
れ
ば
則
ち
神
。
神
な
ら
ば
則
ち
数
あ
り
。
数
あ
ら
ば
則
ち
象
あ
り
。
象
あ
ら
ば
則
ち
器
あ
り
。

　
　
器
の
変
ず
る
は
復
た
神
に
帰
す
る
な
り
。
（
下
お
゜
。
）

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
続
さ
せ
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
引
用
⑫
は
〈
太
極
〉
を
∧
性
〉
と
す
る
こ
と
か
ら
、
認
識
論
的
に
解
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
引
用
0
0
⑪
を
連
続
さ
せ
る
こ
と
の
可
否
、
連
続
さ
せ
た
場
合
の
引
用
⑫
と
の
類
似
を
も
含
め
て
、
引
用
0
2
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

次
節
で
論
ず
る
。
こ
こ
で
は
引
用
0
0
の
「
太
極
↓
二
」
に
注
目
し
て
、
こ
れ
を
生
成
論
と
看
倣
し
、
「
二
則
神
」
を
通
し
て
く
神
∨
を
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論
究
し
た
い
。

　
前
節
に
お
い
て
、
「
太
極
は
道
の
極
な
り
」
「
道
を
太
極
と
為
す
」
と
い
っ
た
言
葉
が
、
始
源
と
し
て
〈
道
〉
を
〈
太
極
〉
と
等
値
と

し
て
い
る
の
を
見
た
。
こ
れ
ら
は
〈
道
∨
型
生
成
論
と
∧
太
極
〉
型
生
成
論
と
を
整
合
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
と
解
さ
れ
た
。
従
っ
て
、

「

太
極

↓
両
儀
」
の
両
儀
す
な
わ
ち
陰
陽
の
二
者
と
、
「
道
↓
天
地
」
の
天
地
の
二
者
と
が
等
値
と
看
倣
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

雍
は

「

一
気
才
か
に
分
れ
て
両
儀
已
に
備
は
る
。
円
な
る
者
は
天
と
為
り
、
方
な
る
者
は
地
と
為
る
。
…
」
　
（
撃
壌
集
巻
｛
　
観
物
吟
）

と
言
っ
て
い
る
。
天
は
乾
・
純
陽
で
あ
り
、
地
は
坤
・
純
陰
で
あ
る
。
更
に
「
乾
坤
は
天
地
の
本
」
（
上
巳
N
）
と
言
う
。
ま
た

　
⑬
夫
れ

易
は
乾
坤
を
根
と
し
て
垢
復
を
生
ず
。
蓋
し
剛
、
柔
に
交
わ
り
て
復
と
為
り
、
柔
、
剛
に
交
わ
り
て
妬
と
為
る
。
弦
よ
り
し

　
　
て

無
窮
。
（
下
＄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
言
う
。
乾
坤
を
根
本
に
剛
柔
（
陽
陰
）
が
動
い
て
復
垢
を
生
じ
、
以
後
無
窮
に
変
化
す
る
。
こ
れ
は
直
接
に
は
『
易
』
の
卦
の
変
化

生
成

を
言
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
万
物
の
生
成
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
復
卦
象
伝
に
「
復
其
見
天
地
之
心
乎
」
と
あ
る
が
、

那
雍
は
こ
れ
を
解
し
て
「
天
地
の
心
な
る
者
は
万
物
を
生
ず
る
の
本
な
り
」
（
下
N
民
）
と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
二
則
神
」
の
表
わ

す

事
象
を
、
乾
坤
の
二
を
根
本
と
す
る
陰
陽
の
動
き
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
復
の
義
を
説
明
し
た
も
の
を
見
て
み
る
と
、

　
⑭
「

寂
然

と
し
て
不
動
」
は
、
本
に
反
り
静
に
復
す
。
坤
の
時
な
り
。
「
感
じ
て
遂
に
天
下
の
故
に
通
ず
」
は
、
陽
、
中
間
に
動
き

　
　
て

髪
を
容
れ
ず
。
復
の
義
な
り
。
（
上
O
心
）

す
な

わ

ち
、
坤
か
ら
復
へ
の
変
化
に
お
い
て
、
陽
が
瞬
間
的
に
（
髪
を
容
れ
ず
に
）
動
く
こ
と
、
こ
れ
が
郡
雍
の
言
う
〈
神
〉
の
具
体

的
な
姿
で
あ
る
。
那
雍
に
お
い
て
は

　
㈹
陰
、
陽
に
対
し
て
二
と
為
る
も
、
然
れ
ど
も
陽
来
ら
ば
則
ち
生
じ
、
陽
去
ら
ば
則
ち
死
す
。
天
地
万
物
の
生
死
、
陽
に
主
ら
る
。
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則
ち
之
を
一
に
帰
す
る
な
り
。
（
下
ω
N
）

と
言
わ
れ
る
如
く
、
生
死
変
化
は
陽
の
動
き
を
中
心
に
語
ら
れ
る
。
陽
の
動
き
は
、
広
く
言
え
ば
〈
一
気
〉
の
運
動
で
あ
り
、
従
っ
て

く
道
∨
に
関
わ
る
。

　
00

陽
尊
に
し
て
神
。
尊
故
に
物
を
役
す
。
神
故
に
用
を
蔵
す
。
是
を
以
て
道
、
天
地
万
物
を
生
じ
て
自
ら
は
見
れ
ざ
る
な
り
。
天
地

　
　
万
物
も
亦
法
を
道
に
取
る
。
（
上
窓
）

　
⑰
陽
は
道
の
用
、
陰
は
道
の
体
。
（
上
ω
竺

〈
一
気
〉
の
運
動
原
理
で
あ
る
〈
道
〉
の
現
実
的
な
表
わ
れ
は
陽
の
動
き
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
陽
が
「
神
故
に
」
す
な
わ
ち
瞬
間

的
に
動
き
得
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
∧
神
〉
で
表
わ
さ
れ
る
事
象
は
、
天
地
万
物
の
生
成
の
根
本
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、

　
08

夫

れ
一
動
一
静
な
る
者
は
天
地
の
至
妙
な
る
者
な
ら
ん
か
。
夫
れ
一
動
一
静
の
間
な
る
者
は
天
地
人
の
至
妙
至
妙
な
る
者
な
ら
ん

　
　
か
。
（
内
篇
之
五
）

と
、
感
嘆
の
意
を
込
め
て
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
見
た
「
二
則
神
」
の
〈
神
〉
は
、
『
易
』
繋
辞
上
の
「
陰
陽
不
測
之
謂
神
」
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
神
〉
は
「
一
動
一

静
の

間
」
の
、
す
な
わ
ち
〈
一
気
〉
の
運
動
の
瞬
間
的
で
あ
る
こ
と
の
、
神
妙
至
妙
な
様
を
表
現
す
る
。
し
か
し
、
部
雍
は
同
じ
「
陰

陽
不
測
之
謂
神
」
と
、
「
神
元
方
而
易
元
体
」
（
繋
辞
上
）
と
に
拠
り
な
が
ら
、
〈
神
〉
を
く
気
V
と
は
別
の
存
在
と
し
て
語
る
。

　
09
気

は
一
の
み
。
之
を
主
る
者
は
乾
な
り
。
神
も
亦
一
の
み
。
気
に
乗
り
て
有
無
生
死
の
間
に
変
化
出
入
す
。
無
方
に
し
て
不
測
な

　
　
り
。
（
上
宗
O
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

〈
神
〉
は

く
気
V
に
「
乗
る
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
気
は
神
の
宅
な
り
」
（
上
宗
①
）
と
も
三
ロ
う
。
こ
れ
ら
は
、
〈
気
〉
と
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は

別
の
実
体
的
存
在
と
し
て
の
〈
神
〉
が
∧
気
〉
に
内
在
化
す
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
先
の
引
用

　
　
　
ヘ
　
　
へ

個
の

「

神
故
蔵

用
」
に
も
既
に
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
〈
神
〉
は
〈
気
〉
の
運
動
の
原
因
・
能
力
と
し
て
語
ら
れ
る
。
「
神
元
方
而

易
元
体
」
を
解
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
⑳
神
は
易
の
主
な
り
。
無
方
な
る
所
以
な
り
。
易
は
神
の
用
な
り
。
無
体
な
る
所
以
な
り
。
（
下
ミ
ご

剤
雍
は
「
易
な
る
者
は
一
陰
一
陽
の
謂
な
り
」
（
上
已
べ
）
と
も
言
っ
て
い
る
か
ら
、
〈
神
〉
は
『
易
』
に
尽
さ
れ
る
変
化
運
動
の
主
宰

者
と
し
て
、
す
な
わ
ち
〈
気
〉
を
変
化
運
動
せ
し
む
る
存
在
と
し
て
実
体
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
生
成
論
上
〈
神
〉
は

天
地
万
物
の
「
由
」
っ
て
生
成
し
来
る
所
の
く
道
∨
の
実
質
的
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ
〈
道
〉
が
〈
気
〉
の
運
動
の
必
然

的
法
則
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
〈
神
〉
は
∧
気
V
の
運
動
の
能
力
で
あ
る
。
そ
し
て
、
∧
神
〉
は
本
来
∧
気
〉
に
外
在
す
る
も
の
が
内

在
化
す

る
か
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
の
〈
神
〉
の
〈
気
〉
に
対
す
る
超
越
性
を
表
わ
し
て
い
る
。

　
c
　
観
物
に
お
け
る
〈
神
〉
の
実
体
化

　
前
節
で
生
成
論
と
し
て
論
じ
た
「
太
極
一
也
。
不
動
生
二
。
二
則
神
」
（
引
用
⑭
）
に
「
神
生
数
、
数
生
象
、
象
生
器
」
（
引
用
⑪
）

を
連
続
さ
せ
る
こ
と
の
可
否
と
、
連
続
さ
せ
た
場
合
の
引
用
⑫
と
の
展
開
の
類
似
と
を
含
め
て
、
引
用
⑫
に
つ
い
て
論
究
す
る
。
A
三

度
引
用
働
を
（
原
文
で
）
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
働
太
極
不
動
、
性
也
。
発
則
神
。
神
則
数
。
数
則
象
。
象
則
器
。
器
之
変
復
帰
於
神
也
。
（
下
お
゜
。
）

「

太
極
↓
神
↓
数
↓
象
↓
器
↓
神
」
と
い
う
展
開
で
あ
る
が
、
〈
太
極
〉
を
∧
性
〉
と
し
、
更
に
「
発
則
神
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

主
体
論
的
・
認
識
論
的
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
性
＞
1
〈
神
〉
の
関
係
は
、
那
雍
の
∧
観
物
〉
思
想
に
大
き
く
関
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わ

る
の
で
あ
る
。

　
那
雍
は
認
識
能
力
の
故
に
人
を
「
万
物
に
霊
な
り
」
と
し
て
、
観
物
思
想
を
展
開
し
て
い
る
。
前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
〈
道
〉
を

天
地
万
物
の
「
本
」
と
し
、
更
に
天
地
も
ま
た
〈
道
〉
の
前
で
は
〈
物
〉
に
過
ぎ
な
い
と
し
た
（
引
用
の
回
）
の
に
続
い
て

　
ω
道
の

道
は

之

を
天
に
尽
す
。
天
の
道
は
之
を
地
に
尽
す
。
天
地
の
道
は
之
を
万
物
に
尽
す
。
天
地
万
物
の
道
は
之
を
人
に
尽
す
。

　
　
人
能

く
天
地
万
物
の
道
の
人
に
尽
る
所
以
の
者
を
知
り
、
然
る
後
に
能
く
民
を
尽
す
。
（
内
篇
之
三
）

と
言
う
。
∧
道
〉
は
天
地
万
物
に
尽
さ
れ
て
お
り
、
天
地
万
物
の
〈
道
〉
は
人
に
尽
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
〈
道
〉
の
天
地
万
物

及

び
人
へ
の
内
在
故
に
、
人
は
天
地
万
物
の
〈
道
〉
を
知
り
得
る
。
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
観
物
思
想
を
表
明
す
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
引

用
の
⑦
⑦
の
前
に
、
『
易
』
説
卦
の
「
窮
理
尽
性
以
至
於
命
」
を
解
釈
し
て
、
〈
理
∨
は
「
物
の
理
」
、
〈
性
〉
は
「
天
の
性
」
、
∧
命
V

は

「

理
性
に
処
る
」
こ
と
と
し
、
「
能
く
理
性
に
処
る
所
以
の
者
は
、
道
に
非
ず
ん
ば
何
ぞ
や
」
（
内
篇
之
三
）
と
言
う
。
「
理
性
に
処
る
」

こ

と
を
く
道
V
と
す
る
の
で
あ
る
。
〈
性
〉
〈
理
〉
は
ま
た
『
中
庸
』
の
「
天
命
之
謂
性
」
（
章
句
第
一
章
）
を
襲
い
敷
街
し
て
、
次

の

よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

　
⑳
天
の

我

を
し
て
是
有
ら
し
む
る
を
之
れ
命
と
謂
ふ
。
命
の
我
に
在
る
を
之
れ
性
と
謂
ふ
。
性
の
物
に
在
る
を
之
れ
理
と
謂
ふ
。
（
下

　
　
N
O
Φ
）

こ

の

よ
う
に
く
命
∨
〈
性
〉
〈
理
〉
の
同
一
性
を
前
提
に
し
て

　
②
人
の
類
、
万
物
の
性
を
備
ふ
。
（
下
ぱ
）

と
、
人
に
万
物
の
〈
性
〉
す
な
わ
ち
〈
理
〉
の
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
言
う
。
〈
道
〉
の
天
地
万
物
及
び
人
へ
の
内
在
を
、
『
易
』
「
中

庸
』
を
襲
っ
て
、
〈
性
〉
〈
理
〉
が
同
一
性
を
保
ち
な
が
ら
観
る
側
と
観
ら
れ
る
側
と
に
内
在
す
る
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
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の

よ
う
に
認
識
主
体
と
客
体
と
に
本
質
的
同
一
性
を
保
証
し
た
上
で
、
「
之
を
観
る
に
理
を
以
て
す
」
（
内
篇
之
二
）
と
い
わ
れ
る
認
識

〈
観
物
〉
が
成
立
す
る
。
「
理
を
以
て
す
」
と
い
う
の
は
、
物
の
〈
理
〉
を
、
真
白
な
心
で
客
観
的
に
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
と
い
う

の

で
は

な
く
、
認
識
主
体
に
も
備
わ
っ
て
い
る
〈
理
〉
や
∧
性
〉
で
以
て
外
的
存
在
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
〈
理
〉
を
認
識
の
範
疇
と
し
て
物
を
捉
え
る
の
で
あ
る
。
認
識
成
立
の
根
拠
と
な
る
物
我
の
本
質
の
同
一
性
を
、
認

識
主
体
に
あ
っ
て
は
∧
性
〉
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
認
識
〈
観
物
〉
は
∧
性
〉
の
立
場
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
更
に
は
同
一
性

に

支
え
ら
れ
た
物
我
一
体
観
を
基
に
、
「
物
を
以
て
物
を
観
る
」
と
い
う
く
反
観
V
と
な
る
。

　
㈱
物

を
以
て
物
を
観
る
は
性
な
り
。
我
を
以
て
物
を
観
る
は
情
な
り
。
性
な
ら
ば
公
に
し
て
明
。
情
な
ら
ば
偏
に
し
て
暗
。
（
下
N
巴

　
⑳
我
に

任
ず
れ
ば
則
ち
情
な
り
。
情
な
れ
ば
則
ち
蔽
は
る
。
蔽
は
る
れ
ば
則
ち
昏
し
。
物
に
因
れ
ば
則
ち
性
な
り
。
性
な
れ
ば
則
ち

　
　
神
な
り
。
神
な
れ
ば
則
ち
明
ら
か
な
り
。
天
に
潜
み
地
に
潜
み
、
行
か
ず
し
て
至
る
。
陰
陽
の
撮
る
所
と
為
ら
ざ
る
者
は
神
な
り
。

　
　

（下
一
e

〈
我
〉
を
去
っ
た
〈
性
〉
の
立
場
で
の
認
識
こ
そ
∧
神
〉
、
す
な
わ
ち
陰
陽
の
∧
二
〉
に
制
御
さ
れ
な
い
、
陰
陽
の
動
き
と
い
う
物
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

次
元

を
超
越
し
た
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
∧
性
〉
の
立
場
で
の
認
識
こ
そ
那
雍
の
「
先
天
学
」
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
中
庸
』

に

「

自
誠
明
謂
之
性
」
（
章
句
二
十
一
章
）
、
「
唯
天
下
至
誠
為
能
尽
其
性
。
能
尽
其
性
、
則
能
尽
人
之
性
。
能
尽
人
之
性
、
則
能
尽
物

之
性
。
能
尽
物
之
性
、
則
可
以
賛
天
地
之
化
育
。
可
以
賛
天
地
之
化
育
、
則
可
以
与
天
地
参
　
」
（
同
）
と
〈
性
〉
の
立
場
を
説
い
て
、

∧
誠
∨
で

あ
っ
て
こ
そ
人
物
の
〈
性
〉
を
尽
し
天
地
と
参
と
な
り
得
る
と
し
て
い
る
が
、
郡
雍
は
自
ら
の
学
を
語
っ
て

　
㈱
先
天
の

学
は

誠

を
主
と
す
。
至
誠
に
し
て
以
て
神
明
に
通
ず
べ
し
。
誠
な
ら
ず
ん
ば
則
ち
以
て
道
を
得
べ
か
ら
ず
。
（
下
＝
巴

と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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こ

の

よ
う
に
、
那
雍
の
〈
観
物
〉
は
、
認
識
主
体
が
〈
誠
〉
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
な
が
ら
、
天
地
万
物
に
内
在
す
る
∧
性
〉

〈
理
〉
を
、
認
識
主
体
に
備
わ
っ
て
い
る
〈
性
〉
と
い
う
範
疇
で
以
て
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
神
〉
と
な
る
、
或
い
は
〈
神
明
〉

に

通
ず
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
節
の
初
め
に
挙
げ
た
「
太
極
不
動
、
性
也
。
発
則
神
。
…
」
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
。
〈
太
極
〉

を
〈
性
〉
と
し
、
〈
性
〉
を
根
拠
と
す
る
認
識
能
力
が
発
動
し
て
〈
神
〉
と
な
る
。
ま
た

　
㈱
心
を
太
極
と
為
す
。
（
上
吉
N
）

と
し
た
り
、
或
い
は

　
⑳
先
天
の

学
は

心
法
な
り
。
故
に
図
は
皆
中
よ
り
起
る
。
万
化
万
事
は
心
よ
り
生
ず
る
な
り
。
（
下
」
」
。
。
）

と
、
自
ら
の
「
先
天
易
」
が
心
法
で
あ
り
、
す
べ
て
の
変
化
生
成
が
〈
心
〉
よ
り
生
ず
る
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
「
発
則
神
」

に

続

く
「
神
↓
数
↓
象
」
と
い
う
展
開
は
、
〈
心
〉
か
ら
の
万
化
万
事
の
生
成
展
開
に
伴
っ
た
く
観
物
V
の
展
開
と
し
て
の
「
先
天
易
」

の
捉
え

る
「
象
数
」
で
あ
る
と
解
し
得
る
。
そ
れ
は
具
体
的
に
は
、
『
観
物
内
篇
』
に
示
さ
れ
る
〈
時
〉
や
存
在
の
類
型
化
を
意
味
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
ら
の
言
葉
は
、
前
節
で
論
じ
た
生
成
論
「
太
極
一
也
。
不
動
生
二
。
二
則
神
」
（
引
用
0
0
∀

に

続

け
て
、
「
神
生
数
。
数
生
象
。
象
生
器
」
（
引
用
O
）
と
い
う
展
開
を
予
想
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
〈
心
〉
は

何

よ
り
も
那
雍
自
身
が
万
化
万
事
を
認
識
し
得
る
こ
と
の
根
拠
と
す
べ
く
、
〈
太
極
〉
と
等
値
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で

〈
心
〉
を
生
成
の
始
源
で
あ
る
〈
太
極
〉
と
し
た
こ
と
は
、
〈
太
極
〉
か
ら
の
生
成
の
通
り
に
認
識
が
展
開
し
て
ゆ
く
こ
と
を
言
う
の

で

あ
り
、
生
成
も
ま
た
「
太
極
↓
神
↓
数
↓
象
↓
器
」
と
展
開
す
る
、
と
す
る
考
え
方
を
前
提
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
那
雍
が
所
謂
唯
心
論
者
で
あ
る
こ
と
を
意
昧
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
⑳
先
天
の

学
は
心
な
り
。
後
天
の
学
は
　
な
り
。
有
無
死
生
に
出
入
す
る
者
は
道
な
り
。
（
下
N
ω
）
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と
言
う
よ
う
に
、
自
ら
の
「
学
」
の
体
系
、
す
な
わ
ち
〈
観
物
〉
が
、
〈
心
V
を
本
に
演
繹
的
に
万
化
万
事
を
認
識
し
た
も
の
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

こ

と
を
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
「
万
物
各
々
太
極
両
儀
四
象
八
卦
の
次
有
り
」
（
引
用
⑨
）
と
言
う
の
も
、
何
を
観
る
に
つ
け
て
も
自
分

は

始
源
か

ら
の
生
成
す
べ
て
を
順
を
追
っ
て
認
識
し
得
る
、
と
い
う
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
道
〉
が
天
地
万
物
及
び
人

に

内
在
す
る
と
し
た
こ
と
に
見
る
よ
う
に
、
そ
し
て
そ
れ
を
〈
性
〉
∧
理
〉
の
同
一
性
と
し
て
表
現
し
、
〈
性
∨
を
〈
観
物
〉
に
お
け

る
認
識
範
疇
と
し
た
こ
と
に
見
る
よ
う
に
、
人
に
は
、
従
っ
て
「
性
の
郭
郭
」
（
撃
壌
集
序
）
で
あ
る
〈
心
〉
に
は
、
本
来
す
べ
て
の

変
化
生
成
が
（
可
能
的
に
）
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
逆
か
ら
見
れ
ば
、
∧
心
V
の
、
意
識
の
展
開
す
る
通
り
に
生
成
が
展

開
す
る
こ
と
に
な
る
。
〈
観
物
〉
に
お
い
て
は
、
存
在
の
展
開
と
意
識
の
展
開
と
は
本
来
同
一
事
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
と
〈
観

物
〉
に
関
す
る
限
り
、
〈
太
極
〉
と
等
値
と
さ
れ
る
く
心
V
と
は
、
す
べ
て
が
そ
こ
か
ら
起
り
生
ず
る
場
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
の

で

あ
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
存
在
と
意
識
と
が
未
分
の
状
態
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
「
二
［
▽
神
↓
数
↓
象
↓
器
」
と
存
在
が
展
開
す
る
よ

う
に
、
「
神
↓
数
↓
象
↓
器
」
と
意
識
が
展
開
す
る
。
生
成
の
通
り
に
認
識
が
展
開
す
る
。
認
識
も
〈
太
極
〉
‖
〈
性
〉
と
い
う
始
源

か

ら
い
わ
ば
演
繹
的
に
展
開
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
す
べ
て
の
変
化
生
成
・
「
万
物
の
性
」
を
備
え
て
い
る
も
の
と
し
て
の
明
ら
か

な
る
認
識
で
は
な
い
、
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
〈
観
物
〉
に
お
い
て
存
在
の
展
開
と
意
識
の
展
開
と
が
同
一
で
あ
る
と
解
し
得
る
の
な
ら
ば
、
生
成
論
上
の

「

二
則
神
」
の
く
神
∨
が
、
神
妙
至
妙
を
言
う
こ
と
か
ら
、
〈
気
〉
に
内
在
化
す
る
変
化
運
動
の
能
力
と
し
て
実
体
化
さ
れ
、
す
べ
て

の

変
化
運
動
の
主
宰
者
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
よ
う
に
、
認
識
論
上
の
「
発
則
神
」
の
く
神
∨
も
ま
た
、
認
識
の
神
妙
至
妙
な
こ
と
を
言

う
こ
と
か
ら
、
認
識
能
力
と
し
て
実
体
化
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
生
成
論
上
の
〈
神
〉
は
、
〈
道
〉
の
実
質
的
な
機

能

を
果
し
た
。
認
識
能
力
と
し
て
実
体
化
さ
れ
た
く
神
∨
も
ま
た
、
〈
心
∨
の
実
質
的
機
能
を
果
す
で
あ
ろ
う
。
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⑳
神
は

人
の
主
な
り
。
（
下
N
。
。
）

　
00
人
の
神
は
則
ち
心
に
存
す
。
（
下
ω
O
）

な
ど
の
言
葉
に
見
ら
れ
る
〈
神
〉
は
、
明
ら
か
に
人
の
心
の
神
妙
な
働
き
を
実
体
的
に
語
っ
た
も
の
で
あ
り
、
郡
雍
に
あ
っ
て
は
何
よ

り
も
認
識
能
力
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
く
人
の
神
∨
は
、
生
成
論
上
の
〈
神
〉
と
同
一
の
も
の
と
さ
れ
る
。

　
倒
人
の

神
は

則
ち
天
地
の
神
な
り
。
人
の
自
ら
欺
く
は
天
地
を
欺
く
所
以
な
り
。
慎
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
。
（
下
ミ
）

〈
天
地
の

神
〉
と
は
、
「
易
の
主
」
と
さ
れ
た
〈
神
〉
、
変
化
運
動
の
主
宰
者
で
あ
る
〈
神
〉
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
二
則
神
」
の
〈
神
〉

を
実
体
的
に
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
〈
天
地
の
神
〉
が
〈
人
の
神
〉
と
同
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
〈
人
の
神
〉
は
「
発
則
神
」
の

〈
神
〉
の
実
体
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
〈
人
の
神
〉
を
〈
天
地
の
神
〉
と
同
一
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
の
存

在
・
生
成
の
展
開
と
意
識
・
認
識
の
展
開
と
の
同
一
性
も
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
存
在
と
意
識
・
心
と
を
∧
神
〉
で
結
び
つ
け
る
考

え

方

は
、
次
の
よ
う
に
も
表
現
さ
れ
る
。

　
62

神
は
在
る
所
無
く
在
ら
ざ
る
所
無
し
。
人
と
他
と
心
通
ず
る
に
至
る
は
、
其
の
一
に
本
つ
く
を
以
て
な
り
。
道
と
一
と
は
神
の
強

　
　
名
な
り
。
神
を
以
て
神
と
為
す
は
至
言
な
り
。
（
下
N
軽
）

既
に

〈
道
〉
の
実
質
的
機
能
が
〈
神
〉
で
あ
る
こ
と
は
見
て
き
た
。
生
成
と
認
識
と
、
そ
の
実
質
は
〈
神
∨
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て

∧
神
〉
の
絶
対
視
は
極
ま
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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d
　
〈
神
〉
と
〈
鬼
神
〉

前
節
で
〈
人
の
神
〉
を
〈
天
地
の
神
〉
と
す
る
の
を
見
た

（引
用
倒
）
が
、
こ
の
同
一
視
が
そ
の
ま
ま
「
慎
独
」
に
結
び
つ
け
ら
れ



て

い

る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
A
ヱ
度
引
用
⑳
を
挙
げ
る
と
、

　
⑪
人
の
神
は
則
ち
天
地
の
神
な
り
。
人
の
自
ら
欺
く
は
天
地
を
欺
く
所
以
な
り
。
慎
ま
ざ
る
べ
け
ん
や
。

こ
れ
は
次
の
言
葉
と
同
内
容
で
あ
ろ
う
。

　
倒
思
慮
一
た
び
萌
さ
ば
鬼
神
得
て
之
を
知
る
。
故
に
君
子
は
独
り
を
慎
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
（
下
N
切
一
）

　
04
凡

そ
人
の
善
悪
は
言
に
形
れ
行
ひ
に
発
し
て
始
め
て
得
て
之
を
知
る
。
但
か
に
諸
を
心
に
萌
し
慮
に
発
す
れ
ば
、
鬼
神
得
て
之
を

　
　
知
る
。
此
れ
君
子
独
り
を
慎
む
所
以
な
り
。
（
下
芯
）

郡
雍
は
、
自
分
以
外
に
自
分
の
心
の
う
ち
を
知
る
者
を
想
定
し
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
す
る
か
ら
こ
そ
「
慎
独
」
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
自
分
の
心
を
知
る
者
が
∧
天
地
の
神
V
で
あ
り
、
〈
鬼
神
〉
な
の
で
あ
る
。
〈
天
地
の
神
〉
は
〈
人
の

神
〉
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
己
れ
の
心
の
動
き
が
通
じ
て
し
ま
う
の
は
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
〈
天
地
の
神
〉
に
は

な
お
人
に
対
し
外
在
的
で
超
越
的
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
色
濃
い
の
で
あ
り
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
と
「
知
る
」
と
い
う
擬
人
的
な
能

力
と
を
よ
り
一
層
強
く
有
す
る
も
の
と
し
て
、
畏
怖
さ
れ
る
べ
き
く
鬼
神
∨
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
〈
鬼
神
〉
は

〈
天
地
の

神
〉
の
擬
人
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
或
い
は
逆
に
、
〈
鬼
神
〉
の
哲
学
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て

∧
天
地
の
神
〉
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
〈
鬼
神
〉
と
〈
天
地
の
神
〉
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
な
お
見
て
ゆ
こ
う
。

　
69
鬼
神
な
る
者
は
形
無
け
れ
ど
も
用
有
り
。
其
の
情
状
は
得
て
知
る
べ
き
な
り
。
用
に
於
て
は
則
ち
之
を
見
る
べ
し
。
人
の
耳
目
鼻

　
　
口

手

足
、
草
木
の
枝
葉
華
実
顔
色
の
若
き
は
、
皆
鬼
神
の
為
す
所
な
り
。
「
福
善
禍
淫
」
、
之
を
主
る
者
は
誰
な
ら
ん
か
。
「
聡
明

　
　
正
直
」
、
之
有
る
者
は
誰
な
ら
ん
か
。
「
疾
く
せ
ず
し
て
速
か
に
、
行
か
ず
し
て
至
る
」
、
之
に
任
ず
る
者
は
誰
な
ら
ん
か
。
皆
鬼
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神
の
情
状
な
り
。
（
下
一
認
）

人
の
感
官
の
働
き
、
身
体
運
動
、
草
木
の
生
長
色
艶
、
す
べ
て
く
鬼
神
∨
の
為
す
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
目
に
見
え
る
例
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
実
際
に
は
す
べ
て
の
運
動
変
化
は
〈
鬼
神
〉
の
為
す
所
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
用
」
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

れ

る
「
福
善
禍
淫
」
と
い
う
の
は
、
祭
祀
の
く
鬼
神
V
を
語
る
も
の
で
あ
り
（
『
尚
書
』
湯
詰
の
原
文
は
「
天
道
福
善
禍
淫
」
）
、
ま
た

「

聡

明
正
直
」
も
、
出
典
の
『
左
伝
』
（
荘
三
十
二
）
の
当
該
箇
所
「
神
聡
明
正
直
而
一
者
也
」
の
正
義
は
〈
神
〉
を
解
し
て
「
鬼
神

之
神
」
と
し
て
お
り
、
擬
人
的
な
〈
鬼
神
〉
を
語
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
「
不
疾
而
速
、
不
行
而
至
」
は
、
「
易
』
（
繋
辞
下
）
の
〈
神
〉

に

ょ
り
、
『
易
』
に
尽
さ
れ
る
宇
宙
の
玄
妙
な
働
き
の
こ
と
で
あ
る
。
運
動
変
化
を
為
す
と
い
う
点
か
ら
も
、
こ
の
〈
鬼
神
〉
が
単
に

宗
教
的
道
徳
的
な
畏
怖
の
対
象
で
あ
る
に
止
ら
ず
、
先
に
論
じ
て
き
た
生
成
変
化
の
主
宰
者
と
し
て
の
〈
神
〉
（
天
地
の
神
）
の
性
格

を
も
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
〈
天
地
の
神
〉
と
は
、
万
物
の
生
成
変
化
に
お
い
て
〈
気
〉
に
内
在
化
し
て
運
動
変
化
の

能
力
と
な
る
も
の
で
、
復
卦
象
伝
の
「
天
地
之
心
」
を
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。
（
↓
P
6
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
㈹
天
地
の

心

な
る
者
は
万
物
を
生
ず
る
の
本
な
り
。
天
地
の
情
な
る
者
は
情
状
な
り
。
鬼
神
の
情
状
と
同
じ
。
（
下
巴
N
）

「

天
地
の

心
」
と
い
い
「
天
地
の
情
」
と
い
う
も
、
万
物
を
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
鬼
神
の
情
状
と
同
じ
」
と
す
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
〈
鬼
神
〉
は
く
天
地
の
神
V
の
イ
メ
ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ

の

よ
う
に
、
〈
鬼
神
∨
は
擬
人
的
で
祭
祀
の
対
象
と
し
て
の
〈
鬼
神
〉
と
、
〈
天
地
の
神
〉
と
の
両
方
の
性
格
を
有
す
る
の
で
あ

る
。
擬
人
的
で
人
に
対
し
外
在
的
超
越
的
な
〈
鬼
神
〉
が
語
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
郡
雍
の
思
想
に
お
い
て
〈
鬼
神
〉
が
尚
お
充
分

に

哲
学
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
何
よ
り
も
く
気
∨
と
の
直
接
の
関
連
に
お
い
て
語
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
〈
鬼
神
〉
が
存

在
論
中
に
組
み
込
ま
れ
切
れ
て
い
な
い
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
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以
上
に

論

じ
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。
〈
神
∨
は
〈
太
極
〉
か
ら
の
展
開
中
に
神
妙
至
妙
を
表
わ
す
も
の
と
し
て
現
わ

れ

る
が
、
実
体
的
に
捉
え
ら
れ
て
、
存
在
と
〈
心
〉
と
を
通
じ
て
重
要
な
機
能
を
果
す
。
存
在
に
お
い
て
は
〈
天
地
の
神
〉
と
し
て
生

成
変
化
の
能
力
・
主
宰
者
と
な
り
、
〈
心
〉
に
お
い
て
は
〈
人
の
神
〉
と
し
て
「
人
の
主
」
と
な
り
、
認
識
能
力
を
言
う
も
の
と
な
る
。

〈
人
の
神
〉
は
〈
天
地
の
神
〉
で
あ
り
、
〈
神
∨
は
殆
ど
絶
対
視
さ
れ
る
。

　
一
方
、
〈
鬼
神
∨
は
尚
お
哲
学
化
さ
れ
切
れ
ず
に
、
擬
人
的
な
存
在
と
〈
天
地
の
神
〉
と
の
両
性
格
を
有
し
て
い
る
。
想
像
を
逞
し

く
す
れ
ば
、
〈
神
〉
が
神
妙
至
妙
を
表
す
も
の
か
ら
哲
学
的
に
実
体
化
さ
れ
る
に
つ
い
て
、
そ
の
橋
渡
し
的
な
働
き
を
し
て
い
る
の
で

は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
、
張
載
に
お
け
る
〈
神
〉
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a
　
存
在
論
に
お
け
る
〈
神
〉

　
張
載
は

万
物
の
存
在
・
変
化
を
、
端
的
に
〈
気
〉
の
聚
散
を
以
て
説
明
し
て
い
る
。

　
ω
太
虚
は

気
無

き
能
は
ず
。
気
は
聚
ま
り
て
万
物
と
為
ら
ざ
る
能
は
ず
。
万
物
は
散
じ
て
太
虚
と
為
ら
ざ
る
能
は
ず
。
是
れ
に
循
ひ

　
　
て

出
入
す
る
は
、
是
れ
皆
已
む
を
得
ず
し
て
然
る
な
り
。
（
太
和
ω
）

す

な
わ
ち
、
〈
太
虚
〉
ー
〈
万
物
〉
と
い
う
必
然
的
な
循
環
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
〈
太
虚
〉
は
〈
気
〉
の
散
じ
た
状
態
で

あ
っ
て
、
全
く
の
〈
無
〉
で
は
な
い
。



　
②
太
虚
は
即
ち
気
な
る
を
知
れ
ば
、
則
ち
無
は
無
し
。
（
太
和
゜
。
∀

　
③
若

し
虚
能
く
気
を
生
ず
と
謂
は
ば
、
則
ち
虚
は
無
窮
、
気
は
有
限
に
し
て
体
用
殊
絶
し
、
老
氏
の
「
有
は
無
よ
り
生
ず
」
の
自
然

　
　
の
論
に
入
る
。
所
謂
有
無
混
一
の
常
を
識
ら
ず
。
（
太
和
O
）

〈
気
〉
は
く
太
虚
∨
か
ら
生
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
〈
太
虚
〉
と
連
続
し
一
体
を
な
し
て
い
る
。
「
太
虚
は
気
の
体
」
（
乾
称
一
㎝
）
、
「
太

虚
に

し
て
無
形
な
る
は
気
の
本
体
」
（
太
和
N
）
と
も
言
う
か
ら
、
〈
太
虚
V
は
本
来
の
状
態
の
く
気
∨
、
本
然
の
〈
気
〉
と
解
し
て

よ
か
ろ
う
。
〈
太
虚
〉
ー
〈
万
物
〉
の
連
続
性
は
ま
た
、
〈
気
V
が
生
ず
る
も
の
と
す
れ
ば
体
用
が
殊
絶
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

体

用
関
係
を
以
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
万
物
は
く
気
V
の
聚
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
〈
太
虚
∨
と
し
て
本
来
の
状

態
に

あ
る
〈
気
〉
と
、
聚
ま
っ
て
万
物
と
な
っ
て
い
る
〈
気
〉
と
が
体
用
関
係
を
以
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
〈
気

V
が
聚
ま
っ
て
万
物
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
今
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
④
気
は

之
を
虚
に
本
つ
く
れ
ば
則
ち
湛
一
無
形
、
感
じ
て
生
ず
れ
ば
則
ち
聚
ま
り
て
象
有
り
。
（
太
和
一
⑩
）

湛
一
無
形
な
く
太
虚
V
の
状
態
に
あ
る
〈
気
〉
が
、
「
感
而
生
」
を
契
機
と
し
て
聚
ま
り
、
万
物
と
な
る
。
「
生
ず
る
」
と
は
、
〈
太

虚
〉
の
状
態
に
あ
る
〈
気
〉
が
、
聚
散
と
い
う
現
象
に
入
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
「
感
じ
て
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

　
⑤
太
虚
は

気
の

体
。
気
に
陰
陽
有
り
、
屈
伸
相
感
す
る
こ
と
無
窮
、
故
に
神
の
応
ず
る
や
無
窮
。
其
の
散
ず
る
こ
と
無
数
、
故
に
神

　
　
の
応
ず
る
や
無
数
。
無
窮
な
り
と
難
も
其
の
実
は
湛
然
た
り
。
無
数
な
り
と
難
も
其
の
実
は
一
の
み
。
陰
陽
の
気
、
散
ず
れ
ば
則

　
　

ち
万
殊
し
、
人
、
其
の
一
な
る
を
知
る
莫
し
。
合
す
れ
ば
則
ち
湛
然
と
し
、
人
、
其
の
殊
な
る
を
見
ず
。
（
乾
称
一
㎝
）

す

な
わ
ち
、
〈
気
〉
の
陰
陽
が
屈
伸
相
感
す
る
こ
と
で
あ
る
。
張
載
に
お
い
て
も

　
㈲
陰
陽
無

き
者
無
し
。
是
を
以
て
天
地
の
変
化
、
二
端
の
み
な
る
を
知
る
。
（
太
和
N
O
）
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と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
陰
陽
は
聚
散
変
化
の
根
本
的
条
件
で
あ
る
。
ま
た
「
其
れ
陰
陽
の
両
端
循
環
し
て
已
ま
ざ
る
者
は
天
地
の
大
義

を
立
つ
」
（
太
和
一
〇
）
に
見
る
よ
う
に
、
屈
伸
相
感
す
る
こ
と
は
陰
陽
の
両
端
の
循
環
と
も
言
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
引
用
⑤
に
お
い
て
、

∧
気
〉
の
陰
陽
の
屈
伸
相
感
す
る
こ
と
、
散
ず
る
こ
と
に
、
∧
神
〉
が
「
応
ず
」
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。
〈
神
〉

は

ど
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
か
。
『
易
』
繋
辞
上
に
拠
っ
て
∧
道
〉
〈
神
〉
〈
易
∨
を
説
い
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
⑦
体

し
て
偏
滞
せ
ざ
る
は
乃
ち
無
方
無
体
と
謂
ふ
べ
し
。
昼
夜
陰
陽
に
偏
滞
す
る
者
は
物
な
り
。
道
の
若
き
は
則
ち
兼
体
し
て
累
無

　
　

き
な
り
。
其
の
兼
体
す
る
を
以
て
の
故
に
一
陰
一
陽
と
日
ひ
、
又
陰
陽
不
測
と
日
ひ
、
又
一
閾
一
閥
と
日
ひ
、
又
昼
夜
に
通
ず
と

　
　
日

ふ
。
其
の
推
行
す
る
を
語
る
が
故
に
道
と
日
ひ
、
其
の
不
測
を
語
る
が
故
に
神
と
日
ひ
、
其
の
生
生
を
語
る
が
故
に
易
と
日
ふ

　
　
も
、
其
の
実
は
一
物
、
事
を
指
し
て
名
を
異
に
す
る
の
み
。
（
乾
称
誌
）

張
載
は

「

一
陰
一
陽
は
是
れ
道
な
り
」
（
『
易
説
』
繋
辞
上
）
と
、
一
陰
一
陽
の
変
化
を
直
ち
に
〈
道
〉
と
す
る
立
場
を
取
る
。
〈
気
V

が
一
陰
一
陽
し
推
行
す
る
と
は
、
す
な
わ
ち
屈
伸
相
感
し
聚
散
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
推
行
し
て
漸
有
る
を
化
と
為
す
」
（
神
化
¶
）
に

見

る
如
く
＜
化
〉
と
言
わ
れ
る
。
〈
化
〉
は
〈
気
化
〉
と
も
言
わ
れ
、
「
気
化
に
由
り
て
道
の
名
有
り
」
（
太
和
ご
）
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
〈
道
V
で
あ
る
。
張
載
は
こ
の
〈
道
〉
と
〈
神
〉
と
〈
易
〉
と
が
実
は
一
物
で
あ
り
、
名
称
を
異
に
す
る
だ
け
だ
と
言
う
。
一
物

と
は
　
⑧
気
に
陰
陽
有
り
。
推
行
し
て
漸
有
る
を
化
と
為
し
、
合
　
し
て
不
測
な
る
を
神
と
為
す
q
（
神
化
べ
）

に

見

る
如
く
、
〈
気
〉
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
気
〉
に
陰
陽
有
る
こ
と
を
、
推
行
す
る
と
い
う
点
で
、
す
な
わ
ち
く
化
∨
と
い
う
点

で
捉
え

た

の
が
く
道
∨
で

あ
り
、
陰
陽
不
測
と
い
う
点
で
捉
え
た
の
が
〈
神
〉
で
あ
り
、
生
生
と
い
う
点
で
捉
え
た
の
が
〈
易
〉
で
あ

る
。
名
称
は
異
な
る
が
、
す
べ
て
〈
気
〉
に
お
け
る
事
象
で
あ
る
。
∧
気
〉
の
推
行
・
運
動
と
陰
陽
不
測
と
の
関
係
、
換
言
す
れ
ば
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〈
道
〉
（
化
）
と
く
神
V
と
の
関
係
は
、
次
の
言
葉
に
う
か
が
わ
れ
る
。

　
⑨
一
物
に
し
て
両
体
な
る
者
は
気
な
り
。
一
な
る
が
故
に
神
。
（
両
在
る
が
故
に
不
測
）
　
両
な
る
が
故
に
化
す
。
（
一
に
推
行
す
）

　
　
括
孤
内
原
注
（
参
両
N
）

〈
神
∨
は
〈
気
〉
の
陰
陽
を
合
し
て
ど
ち
ら
と
も
言
い
得
な
い
不
可
思
議
な
様
子
、
神
秘
的
な
様
を
言
う
。
そ
れ
は
「
両
」
を
含
む
在

り
方
で
あ
り
、
「
両
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
化
す
」
。
従
っ
て
、
〈
神
〉
は
〈
化
〉
の
、
広
く
言
え
ば
〈
気
〉
の
運
動
の
、
原
因
と
し
て

語

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
00
天
下
の
動
を
鼓
す
る
者
は
神
に
存
す
。
天
下
の
動
は
神
之
を
鼓
す
る
な
り
。
神
は
則
ち
動
を
主
る
。
故
に
天
下
の
動
は
皆
神
の
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
す

所
な
り
。
（
『
易
説
』
繋
辞
上
∀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
3

　
⑪
唯
だ
神
の
み
能
く
変
化
す
と
為
す
。
其
の
天
下
の
動
を
一
に
す
る
を
以
て
な
り
。
（
神
化
N
こ

こ

の

よ
う
に
す
べ
て
の
運
動
変
化
の
原
因
と
し
て
実
体
的
に
語
ら
れ
る
〈
神
〉
が
、
〈
気
V
に
外
在
的
で
超
越
的
な
宗
教
的
〈
鬼
神
〉

で

な
い
こ
と
は
、

　
⑫
鬼
神
は
二
気
の
良
能
な
り
。
（
太
和
冨
）

と
明
確
に
規
定
す
る
言
葉
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
張
載
に
あ
っ
て
は
、
〈
気
〉
を
超
越
す
る
外
在
的
な
く
神
∨
は
払
拭
さ
れ
て
い

る
と
言
い
得
る
。
従
っ
て
、
〈
気
〉
が
一
物
で
あ
り
な
が
ら
陰
陽
の
両
体
を
有
す
る
こ
と
自
体
、
そ
う
い
う
存
在
様
態
自
体
が
〈
化
〉

の

原
因
に
な
る
と
解
し
得
る
。
神
秘
的
な
存
り
方
故
に
変
化
運
動
の
原
因
と
な
り
、
実
体
的
に
〈
神
〉
の
名
を
以
て
語
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
〈
気
∨
は
〈
神
〉
と
い
う
自
動
能
力
を
有
す
る
存
在
で
あ
る
。

　
こ

の

よ
う
に
、
〈
神
〉
が
く
化
∨
の
原
因
で
あ
り
、
且
つ
く
神
V
も
く
化
V
も
同
じ
く
気
V
に
お
け
る
事
象
で
あ
る
な
ら
ば
、
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〈
神
〉
と
〈
化
〉
と
は
体
用
関
係
を
以
て
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
倒
神
は
天
徳
、
化
は
天
道
。
徳
は
其
の
体
、
道
は
其
の
用
。
気
に
一
な
る
の
み
。
（
神
化
一
）

〈
気
∨
の
自
動
能
力
は
∧
天
徳
〉
、
自
動
運
動
は
〈
天
道
〉
で
、
両
者
は
体
用
で
あ
る
。
〈
神
〉
ー
〈
化
〉
は
〈
気
〉
の
運
動
と
い
う

側
面
で
の
体
用
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
〈
太
虚
〉
と
現
象
中
の
〈
気
〉
と
が
体
用
関
係
を
以
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ

る
。　

⑭
太
虚
を
清
と
為
す
。
清
な
れ
ば
則
ち
無
凝
。
無
擬
な
、
る
が
故
に
神
な
り
。
清
に
反
す
る
を
濁
と
為
す
。
濁
な
れ
ば
則
ち
擬
る
。
擬

　
　
ら
ば
則
ち
形
す
。
（
太
和
べ
）

　
08
神
は
太
虚
妙
応
の
目
。
（
太
和
一
N
）

〈
太
虚
〉
の
状
態
に
あ
る
〈
気
〉
は
「
清
」
で
あ
り
神
秘
的
で
あ
る
。
神
秘
的
な
在
り
方
を
〈
太
虚
〉
か
ら
の
聚
散
運
動
の
原
因
と
し

て

実
体
的
に
語
っ
た
も
の
が
〈
神
〉
で
あ
る
。
先
の
「
神
応
」
も
同
じ
考
え
方
で
あ
る
。
一
方
、
「
推
行
し
て
漸
有
る
を
化
と
為
す
」

と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
〈
化
〉
は
〈
気
〉
が
聚
散
運
動
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
現
象
中
の
〈
気
〉
に
配
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
〈
神
〉
ー

∧
化
〉
の
体
用
関
係
は
、
〈
太
虚
〉
ー
〈
気
〉
（
現
象
中
の
気
）
の
体
用
関
係
に
よ
く
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
体
用

関
係
は
、
張
載
の
存
在
論
の
中
核
を
為
す
と
言
っ
て
よ
い
。
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b
　
〈
性
〉
と
〈
感
〉
と
〈
神
〉

次
に
〈
性
〉
と
〈
神
〉
と
の
関
係
を
考
察
す
る
。

06
太
虚
に
し
て
無
形
な
る
は
気
の
本
体
。
其
の
聚
ま
る
も
其
の
散
ず
る
も
、

変
化
の
客
形
な
る
の
み
。
至
静
に
し
て
無
感
な
る
は
性



　
　
の

淵
源
。
識
る
有
る
も
知
る
有
る
も
、
物
交
の
客
感
な
る
の
み
。
客
感
客
形
と
無
感
無
形
と
、
惟
だ
性
を
尽
す
者
の
み
之
を
一
に

　
　
す
。
（
太
和
N
）

「

至
静
に

し
て
無
感
な
る
は
性
の
淵
源
」
と
は
、

　
⑰
気
の

性
は

本
虚
に
し
て
神
な
れ
ば
、
則
ち
神
と
性
と
は
乃
ち
気
の
固
有
す
る
所
な
り
。
（
乾
称
N
）

と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
至
静
無
感
」
な
る
〈
太
虚
〉
が
〈
性
〉
の
根
源
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
〈
太
虚
〉
は
「
無
感
無
形
」
で

あ
る
。
「
客
感
」
は
「
物
交
之
客
感
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
客
形
」
と
共
に
〈
気
化
〉
の
過
程
に
お
い
て
生
ず
る
仮
り
の
も
の
で
あ

る
。
今
こ
こ
で
「
客
感
客
形
と
無
感
無
形
と
、
惟
だ
性
を
尽
す
者
の
み
之
を
一
に
す
」
と
言
う
の
は
、
張
載
が
二
つ
の
〈
性
〉
を
想
定

し
て
い
る
こ
と
を
背
景
に
し
て
い
る
。
二
つ
の
く
性
∨
と
は
す
な
わ
ち
、

　
⑱
形

よ
り
し
て
後
気
質
の
性
有
り
。
善
く
之
に
反
れ
ば
則
ち
天
地
の
性
存
す
。
故
に
気
質
の
性
は
君
子
性
と
せ
ざ
る
者
有
り
。
（
誠

　
　
明
賠
）

に

見
る
如
く
、
〈
天
地
の
性
V
と
く
気
質
の
性
V
と
で
あ
る
。
〈
天
地
の
性
〉
と
は
、
引
用
⑰
に
言
う
本
来
の
「
虚
に
し
て
神
」
な
る

性
で

あ
り
、
〈
太
虚
〉
、
「
無
感
無
形
」
に
対
応
す
る
。
し
か
し
、
∧
天
地
の
性
〉
は
〈
気
〉
の
固
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
〈
気
〉

の

聚

ま
っ
た
も
の
（
客
形
）
の
う
ち
に
も
本
来
備
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈
気
質
の
性
〉
と
は
、
〈
気
〉
が
聚
ま
っ
て
形
を
成
し
て

始
め

て

あ
る
も
の
で
あ
り
、
「
客
感
客
形
」
に
対
応
す
る
。
そ
こ
で
、
引
用
0
0
の
「
惟
だ
性
を
尽
す
者
の
み
之
を
一
に
す
」
と
は
、
〈
気

質
の
性
〉
を
有
す
る
者
が
、
善
く
く
天
地
の
性
∨
を
尽
し
窮
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
客
感
客
形
」
の
う
ち
に
「
無
感
無
形
」
な
る
本

来
の
在
り
方
を
窮
め
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
「
感
」
は
〈
性
〉
と
の
関
連
で
、
し
か
も
「
識
る
有
る
も
知
る
有
る
も
、
物
交
の
客
感
な
り
」
と
言
わ
れ
る
如
く
、
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認
識
論
的
に
解
釈
さ
れ
る
が
、
既
に
a
節
に
見
た
よ
う
に
、
「
感
而
生
」
「
屈
伸
相
感
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
存
在
論
的
に
も
重
要
な
概

念
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
∧
性
〉
の
位
置
付
け
の
仕
方
に
よ
る
。

　
09
感
ぜ

ざ
る
所
無
き
者
は
虚
な
り
。
感
は
即
ち
合
な
り
。
威
な
り
。
万
物
を
以
て
一
に
本
つ
く
。
故
に
一
能
く
異
を
合
す
。
其
の
能

　
　

く
異
を
合
す
る
を
以
て
の
故
に
之
を
感
と
謂
ふ
。
若
し
異
有
る
に
非
ず
ん
ば
則
ち
合
す
る
無
し
。
天
性
は
乾
坤
陰
陽
な
り
。
二
端

　
　
故
に

感
有
り
。
一
に
本
つ
く
が
故
に
能
く
合
す
。
天
地
万
物
を
生
ず
る
に
、
受
く
る
所
同
じ
か
ら
ず
と
錐
も
、
皆
須
輿
の
感
ぜ
ざ

　
　

る
無
し
。
所
謂
性
は
乃
ち
天
道
な
り
。
（
乾
称
O
）

〈
性
〉
と
言
え
ば
已
に
人
に
近
づ
け
た
表
現
で
あ
り
、
〈
感
V
と
共
に
認
識
論
的
に
理
解
さ
れ
る
が
、
そ
も
そ
も
〈
性
〉
は
∧
気
∨
に

固
有
の
も
の
で
あ
り
、
〈
天
道
〉
で
あ
り
、
陰
陽
の
二
端
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
〈
感
〉
は
そ
の
二
端
を
条
件
と
す
る
も
の
と
し
て

存
在
論
的
に
語
ら
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
寧
ろ
そ
の
存
在
論
上
の
〈
感
〉
が
、
人
に
あ
っ
て
は
認
識
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
〈
性

V
と
〈
感
〉
と
の
関
係
は
、

　
⑳
感
は

性
の
神
、
性
は
感
の
体
。
（
天
に
在
る
も
人
に
在
る
も
其
の
究
は
一
な
り
）
括
孤
内
原
注
（
乾
称
べ
）

　
⑳
感
は

皆
性
よ
り
出
づ
。
性
の
流
れ
な
り
。
（
『
易
説
』
繋
辞
上
）

と
い
っ
た
言
葉
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
、
体
用
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
「
感
は
性
の
神
」
と
い
う
の
は
、
一
見
、
〈
感
〉
と
〈
神
〉
と

を
同
格
と
し
、
「
天
に
在
」
っ
て
は
（
存
在
論
で
は
）
∧
神
〉
と
い
い
、
「
人
に
在
」
っ
て
は
（
認
識
論
で
は
）
〈
感
〉
と
い
う
か
の
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
、
〈
神
〉
が
〈
気
〉
の
存
在
形
態
自
体
を
言
い
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
変
化
運
動
の
原
因
・
能
力
と
な
る
の
に
対
し
、

∧
感
〉
は
、
「
其
の
能
く
異
を
合
す
る
を
以
て
の
故
に
之
を
感
と
謂
ふ
」
（
引
用
⑯
）
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
そ
れ
自
体
運
動
で
あ
り
、

ま
た
「
二
端
故
に
感
有
り
」
（
同
前
）
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
寧
ろ
「
両
な
る
が
故
に
化
す
」
（
引
用
⑨
）
の
〈
化
〉
に
相
当
す
る
と
考
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え

ら
れ
る
。
〈
性
〉
は
、
引
用
0
9
に
「
天
性
は
乾
坤
陰
陽
な
り
」
「
性
は
乃
ち
天
道
な
り
」
と
言
わ
れ
る
が
、
本
来
「
虚
に
し
て
神
」

で

あ
り
、
〈
神
〉
と
共
に
∧
気
〉
の
固
有
す
る
く
天
地
の
性
V
で
あ
っ
た
（
引
用
⑰
）
。
従
っ
て
、
存
在
論
の
〈
神
〉
に
相
当
す
る
も

の

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
〈
神
＞
1
〈
化
〉
が
〈
気
〉
の
運
動
の
体
用
で
あ
り
、
〈
性
∨
1
〈
感
〉
は
そ
れ
に
対
応
し
、
且
つ

伴

う
認
識
の
体
用
で
あ
る
。
「
感
は
性
の
神
」
と
は
、
〈
感
〉
が
〈
性
〉
の
神
秘
的
な
働
き
で
あ
る
こ
と
を
言
う
と
解
さ
れ
る
。

　
こ

の

よ
う
な
く
性
∨
〈
感
∨
〈
神
V
の
関
係
の
難
解
さ
は
、
〈
神
∨
が
名
詞
と
し
て
も
形
容
詞
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
共

に
、
〈
性
〉
が
純
粋
な
認
識
論
上
の
用
語
と
し
て
で
な
く
、
同
時
に
存
在
論
上
の
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え

ら
れ
る
。
「
神
は
天
徳
、
化
は
天
道
。
徳
は
其
の
体
、
道
は
其
の
用
。
」
（
引
用
⑬
）
に
見
る
よ
う
に
、
〈
道
〉
を
「
用
」
と
表
現
す

る
の
は
、
気
一
元
論
の
立
場
の
帰
結
と
し
て
張
載
の
思
想
を
特
徴
づ
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
〈
道
〉
と
同
一
視
さ
れ
る
〈
性
〉

は
、
人
性
論
に
お
け
る
位
置
付
け
に
対
す
る
配
慮
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
決
し
て
「
用
」
と
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
〈
神
〉
は

〈
化
〉
の
、
す
な
わ
ち
〈
道
〉
の
上
位
概
念
で
あ
る
が
、
〈
性
∨
に
対
し
て
は
「
気
の
性
は
本
虚
に
し
て
神
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

体
用
関
係
で
は
な
い
が
、
い
わ
ば
下
位
概
念
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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c
　
∧
心
∨
と
く
神
V

　
張
載
の
認
識
論
を
更
に
追
求
し
、
〈
心
〉
に
お
け
る
〈
神
〉
の
意
義
に
触
れ
た
い
。

張
載
は

〈
心
〉
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

　
⑫
性

と
知
覚
と
合
わ
せ
て
心
の
名
有
り
。
（
太
和
仁
）

こ

れ

を
解
す
る
た
め
に
次
の
言
葉
を
吟
味
し
た
い
。



　
囲
有
無
一
に
し
て
内
外
合
す
。
（
庸
聖
同
じ
）
　
此
れ
人
心
の
自
ら
来
る
所
な
り
。
括
孤
内
原
注
（
乾
称
Φ
）

先
ず
「
有
無
一
」
。
同
じ
く
『
乾
称
篇
』
に
、
「
有
無
虚
実
を
通
じ
て
一
物
と
為
す
者
は
性
な
り
。
一
と
為
す
能
は
ざ
れ
ば
性
を
尽
す
に

非
ず
」
（
膳
）
と
三
口
う
。
こ
れ
は
前
節
に
論
じ
た
引
用
0
0
⑰
と
同
内
容
で
、
無
形
（
無
・
虚
）
と
客
形
（
有
・
実
）
と
に
通
極
す
る
〈
天

地
の
性
〉

を
窮
め
る
こ
と
が
∧
性
V
を
尽
す
こ
と
だ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
引
用
閻
の
「
有
無
一
」
と
は
∧
天
地
の
性
∨
の
こ

と
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
引
用
②
の
「
知
覚
」
が
引
用
㈱
に
言
う
「
内
外
合
」
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
『
大
心
篇
』
に
内
外
を

合
す
る
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
三
口
う
。

　
⑭
人
の
己
れ
知
有

り
と
謂
ふ
は
、
耳
目
の
受
く
る
有
る
に
由
る
な
り
。
人
の
受
く
る
有
る
は
、
内
外
の
合
す
る
に
由
る
な
り
。
内
外

　
　
を
耳
目
の
外
に
合
す
る
を
知
れ
ば
、
則
ち
其
の
知
る
や
、
人
を
過
ぐ
る
こ
と
遠
し
。
（
ω
）

す

な
わ
ち
、
内
外
を
合
す
る
の
に
、
耳
目
に
よ
る
も
の
と
耳
目
の
外
に
合
す
る
も
の
と
の
二
つ
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
じ
く

『

大
心
篇
』
に
、
〈
徳
性
所
知
〉
と
〈
見
聞
の
知
〉
と
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
対
応
す
る
。

　
09
見
聞
の
知
は
乃
ち
物
交
わ
り
て
知
る
。
徳
性
の
知
る
所
に
非
ず
。
徳
性
の
知
る
所
は
見
聞
に
萌
さ
ず
。
（
戸
）

〈
見
聞
の

知
〉
が
耳
目
に
よ
っ
て
内
外
を
合
す
る
こ
と
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
物
交
わ
り
て
知
る
」
の
で
あ
る
か
ら
、

引
用
㈹
に
言
う
「
客
感
」
に
相
当
し
、
〈
気
化
〉
に
伴
っ
た
感
覚
知
に
基
く
経
験
的
認
識
で
あ
る
。
一
方
、
〈
徳
性
所
知
〉
は
す
な
わ

ち
内
外
を
耳
目
の
外
に
合
す
る
こ
と
で
あ
り
、
感
官
に
由
ら
な
い
認
識
で
あ
る
。
『
誠
明
篇
』
に
言
う
「
誠
明
の
知
る
所
は
乃
ち
天
徳

の

良

知
、
聞
見
の
小
知
に
非
ざ
る
の
み
」
（
」
）
の
〈
天
徳
の
良
知
〉
も
同
じ
〈
徳
性
所
知
〉
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
れ
は
先
験

的
認
識
と
言
い
得
る
。

　
以
上

で
、
引
用
0
2
に
言
う
「
知
覚
」
が
∧
見
聞
の
知
〉
と
く
天
徳
の
良
知
∨
（
徳
性
所
知
）
、
換
言
す
れ
ば
、
経
験
的
認
識
と
先
験
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的
認
識

と
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
経
験
的
認
識
は
「
物
交
の
客
感
」
で
あ
り
、
〈
気
化
〉
に
環
元
さ
れ
る
。
〈
気
〉
の
運

動
に

伴

う
認
識
で
あ
り
、
〈
性
〉
ー
〈
感
〉
の
体
用
で
捉
え
ら
れ
た
か
ら
、
そ
の
体
は
〈
性
〉
で
あ
る
。
尤
も
、
経
験
的
認
識
は
「
物

交
の
客
感
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
体
で
あ
る
〈
性
〉
は
、
「
形
よ
り
し
て
後
気
質
の
性
有
り
」
（
引
用
0
8
）
と
言
わ
れ
た
〈
気
質
の
性
〉

で

あ
る
。
一
方
、
∧
天
徳
良
知
〉
は
先
験
的
で
〈
気
化
〉
に
環
元
さ
れ
な
い
認
識
で
あ
る
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

『

誠
明
篇
』
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
　
　
と
ど

　
㈱
心
見
聞
に
禦
ま
ら
ば
、
性
よ
り
弘
か
ら
ず
。
（
N
O
）

〈
見

聞
〉
に
対
し
て
単
に
く
性
V
と
い
う
の
み
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
こ
れ
は
く
見
聞
の
知
∨
に
対
す
る
〈
徳
性
所
知
〉
〈
天
徳
良

知
V
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
引
用
2
3
は
引
用
②
と
同
じ
く
、
〈
心
V
は
〈
性
〉
と
〈
知
覚
〉
と
よ
り
成
る
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
助
聖
人

の
若
き
は
則
ち
専
ら
は
聞
見
を
以
て
心
と
為
さ
ず
。
故
に
能
く
専
ら
は
聞
見
を
以
て
用
と
為
さ
ず
。
感
ぜ
ざ
る
所
無
き
者
は

　
　
虚

な
り
。
…
（
以
下
引
用
⑲
が
続
く
）
（
乾
称
Φ
）

こ

れ

は
、
〈
天
徳
良
知
〉
が
「
感
ぜ
ざ
る
所
無
き
者
」
で
あ
り
、
〈
虚
〉
に
本
つ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

「

気
の

性
は

本
虚
に

し
て
神
」
で
あ
っ
た
。
以
上
か
ら
、
〈
天
徳
良
知
〉
は
く
天
地
の
性
∨
の
有
す
る
は
た
ら
き
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

換
言
す

れ

ば
、
現
実
的
個
的
存
在
と
し
て
〈
気
質
の
性
〉
を
有
す
る
者
が
、
∧
天
地
の
性
〉
に
「
反
」
っ
た
状
態
に
あ
る
時
の
認
識
で

あ
る
。

　
是
に

於

て
、
「
性
と
知
覚
と
合
わ
せ
」
た
∧
心
〉
と
は
、
〈
天
地
の
性
〉
と
、
そ
の
本
来
の
は
た
ら
き
（
〈
天
地
の
性
∨
に
反
っ
た

状
態
で

の

認

識
）
で
あ
る
先
験
的
認
識
と
、
〈
気
化
〉
に
環
元
さ
れ
る
経
験
的
認
識
と
よ
り
成
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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〈
気
質
の
性
〉
は
〈
天
地
の
性
〉
が
形
体
有
る
も
の
に
お
い
て
始
め
て
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
〈
天
地
の
性
〉
と
隔
絶
し
た
も
の
で
は

な
い
。
従
っ
て
、
〈
心
〉
の
す
べ
て
は
「
性
の
淵
源
」
で
あ
る
〈
太
虚
〉
に
本
つ
く
。
そ
こ
で
、
「
太
虚
は
心
の
実
な
り
」
（
語
録

中
㎝
O
）
と
言
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
以
上
に
見
た
所
か
ら
、
〈
心
〉
に
お
い
て
、
〈
神
〉
は
、
「
虚
に
し
て
神
」
と
さ
れ
る
〈
性
〉
の
は
た
ら
き
、
す
な
わ
ち
く
天

徳
良
知

∨
に

つ
い

て

語
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
存
在
論
で
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
〈
神
〉
は
認
識

論
に
お
い
て
も
認
識
能
力
と
し
て
実
体
的
に
語
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
引
用
助
で
〈
天
徳
良
知
〉
を
暗
示
し
て
、
「
感
ぜ
ざ
る
所
無
き
者
」
と
し
た
が
、
こ
れ
と
同
内
容
を
『
易
説
』
繋
辞
上
で
次
の
よ
う

に

表
現
し
て
い
る
。

　
⑳
無
知
は
其
の
知
ら
ざ
る
無
き
を
以
て
な
り
。
若
し
知
有
り
と
言
は
ば
、
則
ち
知
ら
ざ
る
所
有
る
な
り
。
惟
だ
其
の
無
知
な
る
が
故

　
　
に

能

く
両
端
を
端
す
。
易
の
所
謂
「
寂
然
と
し
て
不
動
、
感
じ
て
遂
に
通
ず
」
な
り
。
無
知
な
れ
ば
則
ち
神
な
り
。

す

な
わ
ち
、
無
知
な
れ
ば
こ
そ
「
両
端
を
端
」
し
、
「
無
不
知
」
た
り
得
る
状
態
を
〈
神
〉
と
言
う
。
こ
れ
は
〈
天
徳
良
知
〉
の
全
能

性

を
言
う
も
の
で
あ
り
、
〈
神
〉
は
そ
の
全
能
性
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
〈
天
地
の
性
∨
に
反
っ
た
く
心
V
の
全
能
性
を
、

「

但
だ

放

じ
来
り
て
平
易
な
れ
ば
、
心
は
便
ち
神
な
り
」
（
『
理
窟
』
詩
書
㊤
）
と
表
現
す
る
。
こ
の
〈
神
〉
は
、
郡
雍
の
言
う
〈
人
の

神
〉
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
〈
天
徳
良
知
〉
の
全
能
性
は
、
〈
太
虚
〉
の
〈
気
〉
が
〈
神
〉
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　
⑲
凡
そ
気
は
清
な
ら
ば
則
ち
通
ず
。
昏
な
ら
ば
則
ち
塞
る
。
清
極
ま
ら
ば
則
ち
神
な
り
。
（
太
和
一
〇
）

す

な
わ
ち
、
〈
気
∨
の
極
度
に
澄
ん
で
「
通
ず
」
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
状
態
が
存
在
論
に
お
い
て
は
、
〈
気
∨
の
自
動
能
力
と
し
て

実
体
的
に
語
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
認
識
論
で
は
認
識
の
全
能
性
を
表
現
す
る
に
止
ま
り
、
能
力
と
し
て
実
体
化
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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こ

れ
は

く
性
∨
が
陰

陽
の
二
端
を
有
す
る
と
さ
れ
、
且
つ
「
本
虚
に
し
て
神
」
と
さ
れ
た
よ
う
に
、
〈
神
〉
で
あ
る
こ
と
を
そ
の
内
に

含
む

概
念
で

あ
る
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
存
在
論
に
お
け
る
〈
神
〉
に
相
当
す
る
も
の
が
、
認
識
論
に
お
い
て
は
く
性
∨
で
あ
る

こ

と
は
、
既
に
前
節
で
見
た
所
で
あ
る
。

　
以

上
、
張
載
の
〈
神
〉
に
つ
い
て
論
じ
た
所
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　
〈
神
〉
は
〈
太
虚
〉
の
〈
気
〉
の
陰
陽
を
合
し
て
不
測
な
る
こ
と
を
形
容
す
る
語
で
あ
る
が
、
そ
の
存
在
形
態
自
体
が
〈
気
化
〉
の

原
因

と
な
る
。
そ
こ
で
〈
神
〉
は
〈
気
〉
の
自
動
能
力
と
し
て
実
体
的
に
語
ら
れ
る
。
〈
性
〉
は
〈
神
〉
で
あ
る
こ
と
を
含
む
概
念
で

あ
り
、
認
識
論
上
、
ま
た
〈
心
〉
の
、
体
と
な
る
。
そ
こ
で
、
存
在
論
の
〈
神
〉
に
相
当
す
る
の
は
、
認
識
論
で
は
∧
性
〉
で
あ
る
こ

と
に
な
る
。
認
識
論
に
お
い
て
、
〈
神
〉
は
認
識
の
全
能
性
を
言
い
、
実
体
的
に
は
語
ら
れ
な
い
。
〈
性
∨
と
∧
神
〉
と
が
〈
気
〉
に

固
有
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
、
〈
心
〉
を
存
在
に
環
元
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
〈
気
〉
に
外
在
的
で
超
越
的
な
存
在
は
想
定

さ
れ
て
い
な
い
。
〈
鬼
神
〉
も
「
二
気
の
良
能
」
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
気
一
元
論
的
存
在
論
中
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
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四
、
結
語

　
以
上
に

見
て
き
た
よ
う
に
、
郡
雍
・
張
載
と
も
に
、
〈
気
〉
の
運
動
変
化
の
原
因
を
∧
神
〉
に
求
め
て
い
る
。
存
在
論
に
お
い
て
は
、

序
に
挙
げ
た
ω
宗
教
的
神
、
②
宇
宙
の
玄
妙
な
力
、
④
形
容
詞
と
し
て
陰
陽
不
測
を
言
う
も
の
、
の
三
つ
が
問
題
に
な
る
。
郡
雍
は
、

㈲
の
陰
陽
不
測
を
「
陽
の
動
き
」
を
中
心
に
捉
え
、
動
き
の
瞬
間
的
な
こ
と
、
そ
の
神
妙
至
妙
を
言
う
も
の
と
し
、
②
の
宇
宙
の
玄
妙



な

力
に
結
び
つ
け
て
実
体
的
に
語
っ
た
。
し
か
し
、
な
お
〈
気
〉
に
対
し
外
在
的
超
越
的
な
く
神
∨
が
内
在
化
す
る
か
の
よ
う
に
語
ら

れ

る
。
こ
れ
は
〈
天
地
の
神
〉
が
〈
人
の
神
〉
と
同
一
で
あ
る
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
人
に
対
し
て
超
越
的
な
〈
鬼
神
〉
が
そ
の
〈
天
地

の

神
〉
の
性
格
を
も
有
し
て
い
る
こ
と
と
軌
を
　
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
郡
雍
に
あ
っ
て
は
、
な
お
∧
鬼
神
∨
が
〈
気
〉
の
存
在
論
中

に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
張
載
は
、
∧
神
〉
を
∧
気
∨
の
陰
陽
合
一
不
測
の
在
り
方
と
し
、
そ
れ
が
そ

の

ま
ま
運
動
能
力
と
な
る
と
考
え
、
②
の
宇
宙
の
玄
妙
な
力
を
確
実
に
〈
気
〉
に
本
来
備
わ
っ
た
自
動
能
力
と
し
て
位
置
づ
け
た
の
で

あ
る
。
〈
鬼
神
V
を
「
二
気
の
良
能
」
と
し
た
張
載
に
お
い
て
は
、
∧
気
∨
に
外
在
的
超
越
的
な
〈
神
〉
は
払
拭
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は

〈
太
虚
〉
ー
〈
万
物
〉
の
連
続
性
を
強
調
す
る
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。
認
識
論
に
お
い
て
は
、
郡
雍
は
〈
性
〉
を
く
心
∨
の
体
と

し
、
そ
れ
が
発
す
れ
ば
∧
神
∨
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
〈
神
〉
は
神
妙
を
言
う
。
一
方
で
は
く
人
の
神
∨
と
い
う
実
体
を
語
り
、
〈
人

の

神
V
は
∧
天
地
の
神
〉
で
あ
る
と
し
、
存
在
と
〈
心
〉
と
、
通
じ
て
絶
対
的
な
も
の
と
し
た
。
こ
れ
が
郡
雍
の
天
人
合
一
思
想
の
核

で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
張
載
は
認
識
論
に
お
い
て
は
〈
神
〉
を
実
体
的
に
語
る
こ
と
は
し
な
い
。
そ
れ
は
恐
ら
く
、
〈
神
〉
を

〈
性
〉
と
共
に
く
気
∨
の
固
有
す
る
所
と
し
な
が
ら
、
〈
心
〉
の
体
で
あ
る
〈
性
〉
に
対
し
て
は
、
そ
の
属
性
的
な
も
の
と
し
た
た
め

で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
認
識
に
お
い
て
は
、
∧
神
V
は
全
能
性
を
表
現
す
る
に
止
ま
っ
た
。
そ
れ
は
郡
雍
の
「
発
則
神
」
の
〈
神
〉

に
相
当
す
る
。
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〈
注
〉

ω
　
　
「
津
田
左
右
吉
全
集
』
第
九
巻
「
日
本
の
神
道
」
第
一
章

②
　
　
「
子
日
、
鬼
神
之
為
徳
、
其
盛
　
乎
」
（
章
句
第
十
六
章
）

　
以
下
は
筆
者
が
ま
と
め
た
。

「

質
諸
鬼
神
而
無
疑
」
（
同
第
二
十
九
章
）

が
そ
の
用
例
。



③
　
　
「
易
』
繋
辞
上
「
是
故
易
有
太
極
。
是
生
両
儀
。
両
儀
生
四
象
。
四
象
生
八
卦
。
八
卦
定
吉
凶
。
吉
凶
生
大
業
。
」

ω
　
道
蔵
本
三
気
分
而
陰
陽
判
得
陽
之
多
者
…
L
に
作
る
。
性
理
大
全
本
「
一
気
分
而
為
陰
陽
判
得
陽
之
多
者
…
」
に
作
る
。

㈲
　
以
下
は
「
変
化
生
成
、
動
植
類
起
。
人
在
其
中
、
最
霊
最
貴
。
」

㈲
　
引
用
⑲
の
上
一
①
O
と
こ
の
上
一
〇
〇
の
前
後
十
一
条
は
道
蔵
本
に
は
な
い
。
道
蔵
本
は
観
物
外
篇
全
体
で
性
理
大
全
本
よ
り
二
十
条
程
少
な
い
。
ま
た
、

　
例
え

ば
性
理
大
全
本
上
N
O
の
「
七
梯
九
千
五
百
八
十
六
万
六
千
一
百
一
十
咳
九
千
九
百
四
十
六
万
四
千
八
京
八
千
四
百
三
十
九
万
一
千
九
百
三
十
六

　
兆

（之
数
也
）
」
、
上
N
一
の
「
二
千
六
百
五
十
二
万
八
千
八
百
七
十
咳
三
千
六
百
六
十
四
万
八
千
八
百
京
二
千
九
百
四
十
七
万
九
千
七
百
三
十
　
兆
二

　
千
億
」
と
い
う
大
き
な
数
は
道
蔵
本
に
は
抜
け
て
い
る
。

⑦
　
引
用
閻
⑭
に
見
え
る
性
情
の
対
比
に
、
唐
の
呉
笥
の
影
響
の
あ
る
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
大
島
晃
　
郡
雍
に
お
け
る
気
の
思
想

　
（
小
野
沢
精
一
　
福
永
光
司
　
山
井
湧
「
気
の
思
想
』
所
収
　
東
京
大
学
出
版
会
一
九
七
八
年
刊
）
　
　
「
玄
綱
論
」
性
情
章
に
「
以
性
動
情
、
情
反

　
於
道
」
と
あ
る
。

⑧
　
外
篇
上
一
零
に
、
「
図
難
無
文
嶽
、
吾
終
日
言
而
未
嘗
離
乎
是
。
蓋
天
地
万
物
之
理
尽
在
其
中
　
」
と
言
う
。
こ
れ
は
引
用
㈱
0
8
と
合
せ
て
考
え
れ

　
ば
、
那
雍
自
ら
の
先
天
図
の
内
に
、
万
化
万
事
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
言
う
と
解
さ
れ
る
。
「
心
法
」
「
心
よ
り
生
ず
」
と
は
図
の
内
に
「
認

　
識
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑨
　
呉
笥
『
玄
綱
論
」
畏
神
道
章
に
も
引
く
。
「
未
有
善
悪
、
不
謀
於
心
者
。
既
謀
於
心
、
則
神
道
所
察
、
無
逃
於
毫
分
。
無
逃
於
毫
分
、
則
福
善
禍

　
淫
其
不
差
　
。
」

00
　
「
周
張
全
書
」
は
「
湛
本
云
々
」
に
作
る
。
「
張
載
集
」
は
誠
明
篇
「
湛
一
気
之
体
」
（
ミ
）
に
よ
っ
て
改
め
て
い
る
。
今
こ
れ
に
従
う
。

ω
　
「
易
」
繋
辞
上
　
「
一
陰
一
陽
之
謂
道
」
「
通
昼
夜
之
道
而
知
」
「
生
生
之
謂
易
」
「
陰
陽
不
測
之
謂
神
」
「
一
闇
一
闘
謂
之
変
し
「
推
而
行
之
謂
之
通
」
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に
よ
る
。

⑫
　
　
「
横
渠
易
説
』
繋
辞
上
「
鼓
之
舞
之
以
尽
神
」
の
注
。

03
　
同
じ
く
「
子
日
、
知
変
化
之
道
者
、
其
知
神
之
所
為
乎
」
の
注
。

⑭
　
　
『
張
載
集
』
は
こ
の
「
神
与
性
」
の
「
性
」
を
「
虚
」
に
改
め
る
べ
し
と
す
る
が
、
以
下
に
論
ず
る
如
く
、

　
う
点
か
ら
、
「
性
」
の
ま
ま
を
採
る
。

⑮
　
　
『
易
説
』
説
卦
　
　
「
窮
理
尽
性
以
至
於
命
」
の
注
に
「
言
性
已
是
近
人
言
也
」
と
言
う
。

㈹
　
　
『
易
説
』
繋
辞
上
　
　
「
易
元
思
也
、
元
為
也
、
寂
然
不
動
、
感
而
遂
通
天
下
之
故
」
の
注
。

〈
神
∨
と
〈
性
〉
と
を
同
格
的
に
扱
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